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一 般演題　N 腎・泌尿器（173～185）

173． renal　scanning　agent開発の試み

第2報
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日的　腎被曝線量の軽減をR的として開発研究した新

しいrenal　scanning　agent，ユ311－，および203Hg－4－IPCM

（1－（4－iodophenyl）－3－〔3－（chloromercuri）2－methoxy．

propyl）－ureaの略）は尿素誘導体であり，203Hg－ch｜o－

rmerodrin　と比較検討した結果は第10回総会に報告し

た．今回さらにその異性体である3－IPCM（1－（3－iodo－

phenyl）－3－〔3－（chloromercuri）2－methoxypropyl）－urea）

および　2JPCM　（1－（2－iodephenyl）－3－〔3－（chlorome．

rcuri）2－lnethoxypropyl〕－urea）の合成を行ない，

1311および203Hgで標Xし，これら新化合物のrenal

scanning　agentとしての有用性を確認すべく検討した．

　合成方法：i3il－3－iodoanilineを同位体交換反応によ

り得たのち，これを精製し，allylisocyanateも反応さ

せてN－3－iodophenyl－N’－allylureaとしたのち，酷酸

第2水銀，食塩を順次反応させ日的のユ311－3－IPCMを

得た．同様に類似の方法で203Hg標識体をも合成した．

これらの合成晶は化学，放射化学的純度を確認した後，

動物実験に供した．

　実験方法と結果：3．0～3．　8kgの雄性家兎の耳静脈よ

り標識IPCMを静注し，　Scinticamera（Aloka　RVE

203型）により腎を申心に体内動態を追求した．

まず3一および2－IPCMの腎への集中度をscreening

する目的で，両者を2°3Hgで標識しそれぞれ30～40μCi

（sp．　act．3．6μCi／mg）静注し検討した．その結果3－

IPCMの方が腎への集中度がよく，肝等他臓器との差も

大きいと考えられた．そこでi3il－3－IPCM　50～70μCi，

（sp．　act．22μCi／mg）を使用し同様に検索したが，腎へ

の集中度は期待したほどでなかった．これは4－IPCM

とちがい3－IPCMが生体内で分解して，　Hg部分と1

部分との挙動が別々になっていることを示唆する結果と

考えられる．

　結論：標識IPCMにより家兎では腎を描出出来たが，

腎への集中度が異性休により異なるなどの問題点があり，

今後の検討が必要である．
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　現在，腎シンチグラムは，主として203Hg－Chlorme－

rodrin，1311－HipPuran等で行なわれているが，99mTc－

labeled　compoundとして99mTc－DTPA，99mTc－iroll

ascorbic　acid　complex等によるものが報告されている．

しかし，これらはrenal　scanning　agentとして種々問

題がある．最近，99mTc－TPACが新しいagentとし

て注目されてきている．われわれは，ダイナボット研究

所の御好意によのて，これを人手し，少なからず知見を

得たので韻告する．

　〔方法〕

　当院泌尿器科に入院している腎疾患患者について，腎

機能検査と共にIVP，　DIP，　RP等を行ない，更にRI

検査として1311HipPuranによるRenogram，203Hg－

Ch］ormerodrinによる腎シンチ，も合わせて行ない，腎

機能障害度と9n・nTc－TPACによる腎シンチ像，　Reno・

gramのpatternと99mTc－TPACによる腎シンチ像，

2Q3Hg－Chlormerodrinによる腎シンチ像との比較検討を

行なった．

　〔成果，結論〕

　99皿Tc－TPACは，203Hg－Chlor皿erodrinに比べて優れ

ており，とくに腎障害の高度なものについてのScanning

には優れていた．また99mTc－TPACは簡単な操作で作

ることが出来，　2°3Hg－Chlormerodrin　によるものより

も腎被曝線量が少なくてすむのでrenal　scanning　agent

としては，今後広く使用されるものと思われる．
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